
令和４年度第２回山口県医療審議会（Ｗｅｂ）・議事概要 

 

１ 日時・場所 

  令和４年１２月２３日（金）１０：３０～１２：００ ・ 共用第２ 
 
２ 審 議（委員の主な意見） 

○病床機能再編への支援について 

【杉野会長】 

・小野田赤十字病院から申請があった件で、地域医療構想の推進に資するものであ

るかの審議だが、既に地域医療構想調整会議での審議を受けて承認されている。 

＜特に質疑はなく、議案は承認された＞ 

 

３ 報 告（委員の主な意見） 

○山口県総合医療センター機能強化について 

【杉野会長】 

・当医療審議会は山口県全体の地域医療構想調整会議という位置づけであり、県総の

機能強化の検討について、具体的に説明してもらったもの。 

【神徳委員】 

・回復期病床への転換は、当初からあくまでも一時的にということで了承されている

案件であり、これが急性期病床に戻ることは何ら問題ない。 

・二次救急病院も医師の高齢化が進んでおり、県総は、三次救急病院とはいえ、一次・

二次救急を含めて対応できるようお願いしたい。 

⇒【県】引き続き、しっかりと検討していきたい。 

【稲野委員】 

・県総に期待する機能として、外国人患者への対応を盛り込んで欲しい。今後、多く

の外国人患者が増えることが予想され、コミュニケーションが困難な場合や支払能

力が不十分な場合について、公的病院で診ていただきたい。 

⇒【県】外国人患者については、地域の基幹病院で、日本医師会の翻訳機等で対応

されているが、今後、国の動向も踏まえながら、県として適切に対応してまいる。 

【黒川委員】 

・回復期病床から急性期病床へ移行し、高度急性期・急性期に力を入れていくことに

なる。リハビリ等が必要な後方支援病院の受入、転院がスムーズでなければ、この

機能が発揮できないと考えるが、県総の患者支援連携センター等が中心となり、地

域での医療連携はうまくいっているとの理解でよいか。 

⇒【県】スムーズにいく方向で調整している。 

⇒【神徳委員】 

・県総の地域連携室がしっかり機能しており、地域における連携等は非常にう

まくいっている。 

・県総の地域連携室は、土曜日が休みだが、地域の医療機関は土曜日、最低午

前中は診療しているため、土曜日の午前中だけでも開いてもらうと助かる。 

 

  【三浦委員】 

・県総の強化はもちろん、ハード設備も素晴らしい計画があるようだが、今後も、

医師や看護師の確保をしっかりと進めていただきたい。 



 ⇒【杉野会長】 

・機能強化の中に述べられているが、大学の方でも連携して取り組みたい。 

【藤本委員】 

・具体的に、整備スケジュールはどのくらいの期間を考えて、いつごろ供用開始で

きるようにしたいと考えているのか、可能な範囲で示されたい。 

⇒【県】基本構想策定中で、これからスケジュールを含めて検討する状況である。 

 

○その他 

【安光委員】 

・大規模な災害が起こった場合に備え、災害対応に特化している方以外の方への研

修が必要だと感じている。一般市民に不安を感じさせないよう、研修やシミュレ

ーションなどを今後の取組の中に入れて頑張っていただきたい。 

⇒【県】 

・ＤＭＡＴについては、厚労省でも重要な課題として、研修が何回も開かれて

おり、県総も積極的に参加している。 

・専門分野以外の人材について、関係部署を含めて、しっかり検討していきた

い。また、広域的な災害体制として、全国知事会や中国知事会を通じて、災

害発生時の協定締結や支援等の取り決めは行っている。 

【西生委員】 

・看護協会では、災害時に市民・県民の方の健康管理等を行う災害支援ナース

育成の研修等を実施している。災害時に感染症対応を行う看護師の育成につ

いて、医療政策課と協力して、今後の体制整備を進めている。 

【吉田委員】 

・薬剤師会では、災害薬事コーディネーターを地域包括センターごとに１名育

成している。県内で災害が出た場合、薬剤師会と県・市とで協力しながら、

薬の調達、調剤や、避難所の殺菌消毒等を担う。県外で災害が出た場合、日

本薬剤師会でチームを組み、そこに山口県薬剤師会から人材を派遣する。 

【小山委員】 

・歯科医師会では、日本歯科医師会が今年ＪＤＡＴを創設し、医療圏ごとにチ

ームを作っている。他県との交流も、この中国・四国地区で協定を結び、災

害が起こった場合の対応について、システム的にはできている。 

【加藤委員】 

・医師会では、ＪＭＡＴという日本医師会の組織があって、年２回その研修を

行うなど対策は行っている。 

【杉野会長】 

・産婦人科については、東日本大震災のことを受けて、日本産婦人科学会が中

心となり、災害時に受入体制など広範囲な規模で把握できるようにしている。 

・県において、防災担当部署や関係団体等を含めて、災害に対する様々な
活動や対応能力等を包括的にまとめて欲しい。 

 
【杉野会長】 
・（全体の議論を通じて）各委員からの意見を十分踏まえて、対応されたい。 

以上 


